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1．キャリア・ラーニングのポータル「Connecting the dots」

対象者：SOMK/SRSJ本籍の20代社員（GSM在籍除く）：グロービス永年会員対象者
開始：10月15日（木）オープン

ポータル設置の目的：「職場での経験の質」を高めるための学習支援。キャリア形成の支援。

１．ラーニング：個人別に最適なコンテンツをレコメンド。「先輩コメント」で知識を実務に結び付ける形で学習が可能。
２．キャリア：色々な場所に点在しているキャリア情報をまとめることにより、「線」でキャリアを考えやすくする。

学習：視覚的にもわかりやすい形でコンテンツをレコメンド キャリア：点在しているキャリア情報をまとめた
→将来のキャリアを描くための流れをつくれる

あなたのキャリア
（Workdayの「職務履歴」から）職種図鑑（仕事編・社員編）



2．「Connecting the dots」 コンセプト

ソニーには、「自分のキャリアは自分で築く」という社員の自主性を重んじる風土があります。

「Connecting the dots」は、自発的に学び、積極的にキャリアを築こうとする社員に対し、
職場での「経験の質を高める」ような学習コンテンツの提供や職種情報などキャリア形成に役立つ情報の開示を通して、
学習とキャリアにおいての「Connecting the dots」（点を線にする）の実現をサポートするためのツールです。

学びの70％を占める実務での「経験」において、「質の高い経験」が出来る事が、社員にとって最大のベネフィットだと
考えます。「研修（コンテンツ）」・「助言」を「経験」につなげ、職場での「質の高い経験」を実現します。

各職場で「質の高い経験」を積みあげることが、最終的に充実したキャリアの形成につながると考えています。



2．「Connecting the dots」 コンセプト：学習とキャリア

知識は「点」にすぎず、それだけでは役に立ちません。経験を経て「線」にすることにより、有益なものを生み出すことができます。

キャリアも「点」ではなく、「線」で考え、なりたい姿から逆算。その実現のために、計画的に「スキル」を身に付けていくことが大事です。



3．なぜ“学習”が必要なのか

詳細は、「グロービス学び放題」のコンテンツ「Learn How to Learn ～自分にあった学習法を見つけるための4つのステップ～」
（Section3）を視聴してください。

現代の変動が激しい社会では、自ら問題意識を持ち、社内・外の情報をインプットし、不確実な状況でも判断・行動し、
結果を残せる人材が求められています。



3．なぜ“学習”が必要なのか

グロービス

実務
社内・外の研修

変化の激しい環境の中で、「変革を推進する力」が求められています。そのために、下記の知識・能力を身に付けることが必要です。
・ビジネスフレームワーク（経営の基礎知識）:環境の大きな変化の中でも、ビジネスに必要な基礎知識に変化は無く、有効
・コンセプチュアル・スキル（論理的思考力）:状況変化の中で、物事を正しくとらえ論理的・効率的に意思決定するために必要
これらは、実務のみで身に付けることが難しいため、意識的に“学習”し、実践することが重要です。



１．サイトオープン日（10月15日）、会社メールアドレスに下記のようなログインメールが届きます。

２. 下記のログイン用アドレスをクリックすると、自動でログイン、初回のみ「設定変更」ページに進みます。
次ページを参考に初期設定を行ってください。

■「Connecting the dots」ログイン用アドレス
https://somklearning.sony.co.jp/

＊SEN環境内でのみアクセスが可能です。

■利用可能ブラウザー
・Edge/Chromeを使用してください。
（Internet Exploreでは正しく表示されません。）

「設定変更」画面

ログインメール ■タイトル

キャリア・ラーニングのポータル「Connecting the dots」オープンのお知らせ

■送信者名＜送信元アドレス＞

smoj-kenshu@jp.sony.com

4．ログインメール＆初期設定①

https://somklearning.sony.co.jp/


３．氏名・所属部署を入力し、必ず職種を選択して「保存」してください。
＊それぞれの項目は、後から変更が可能です。ページ上部の「設定変更」から変更をしてください。
異動により、職種が変更になった際は、必ず職種を変更してください。

4．ログインメール＆初期設定②

ページ上部の「設定変更」から変更が可能

設定変更ページ

＊職種は、
コンテンツのレコメンドに使用いたします。



4．ログインメール＆初期設定③

4．「Connecting the dots」のTopページが表示されたら、
まず最初に、ブラウザーの★マークをクリックして、ブックマーク/お気に入り登録をしてください。
＊ブラウザーは、Edge/Chromeのみ使用可能です。
ここから毎日アクセスし、学習をする習慣を是非身につけてください。

【Edgeの場合】

【Chrome の場合】
クリックして登録

お気に入り表示

ブックマーク表示



学習履歴表示機能：今年度/累計で何コース、何時間学習したかを表示します。
年間の学習計画（目標時間）をたて、継続的に学習をする習慣を身につけてください。

5．各機能の説明：学習履歴表示機能

【IBMの事例】
「教育に飽和点はない」IBM創始者トーマス・ワトソン・シニア氏の言葉です。
IBMでは、1911年に創業されて以来、社員のスキル育成、学習機会提供について経営陣がコミットし、
社内に学び続ける文化、互いに学び合う文化の醸成に尽力してきました。現IBM会長のロメッティ氏は2013年に「THINK40」を提唱し、
全IBM社員が年間最低でも40時間を自らスキル開発に充てることを薦め、2019年には日本IBM社員の平均学習時間は100時間に達し
ています。2020年4月に社長に就任したクリシュナ氏も、全社員向けの就任挨拶で、「学習は一時的なものでなく継続的なプロセスであり、常
に成長のためのGrowth Mindsetを持つことが重要」と説いています。
21世紀になってビジネス環境は目まぐるしく変わり、お客様の状況は日々変化しています。テクノロジーの進化に伴い、製品・サービスも絶え間な
く進化を続けており、今やスキルの半減期は5年以下であると言われています。このような環境下において、世の中で変わりゆく需要の高いスキル
を見極め、学習し、そして習得し続けることが求められるのではないでしょうか。しかしながら、市場に即した最適なスキルは、一朝一夕で身につけ
ることはできません。そのため、忙しい毎日の中で学習時間を継続的に確保できるよう、自ら学びを習慣化することが大切です。

ページ上部

学習した
コンテンツが
閲覧可能



コンテンツレコメンド機能：2種類のロジックで、あなたに最適なコンテンツをレコメンド。

5．各機能の説明：コンテンツレコメンド機能

活用想定：個人別に最適化されたレコメンドを定期的に受けることができます。（2週間に１回程度更新予定）

隙間時間等を利用し、セールス・マーケティング機能会社で働く上で、必須のフレームワーク等を学べます。
150名の先輩が記載してくださった【先輩コメント】を参考に、知識を実務に結び付け、実践で活用してください。

(例：AIDMAで販売成功事例を説明)

【先輩コメント】
どのようにこのコンテンツが
実務で役立つか

クリック

おすすめコンテンツを一覧で閲覧・受講
することができます。



注意：「グロービス学び放題」に進んだら必ず最初にログインしてくだい

「グロービス学び放題」ページに進んだら必ず最初にログインしてから、コンテンツを受講してください。
＊ログインしなくて一部Sectionが視聴可能ですが、受講履歴に反映されません。

ログインしなくてもデモ動画は表示される（受講履歴にカウントされない）



活用想定：将来のキャリアを想定するにあたって、まず、自分の過去の「所属部署、職責、結果」を振り返ってく
ださい。キャリア面談では、上長と一緒に確認しながら、今までのキャリアを理解してもらうことにも活用してください。

Workdayの「職務履歴」のパートを表示。過去の「所属部署、職責、結果」を一覧で確認可能。

5．各機能の説明：キャリア①あなたのキャリア 自身のキャリアの確認



職務事例を経験職種「MK課（商品担当）」等で絞り込みが可能。検索性が向上。

5．各機能の説明：キャリア②職種図鑑（社員編） 職務事例の公開

15

活用想定：職種図鑑（社員編）の絞り込み機能で、自分の興味がある職種に先輩のキャリアを絞り込み、
どの部署でどういう経験を積んでいたかを確認してください。
→将来成りたい自分になるための、キャリアルートをおおまかに逆算で設定してみてください。

興味のある職種に絞る



「MK課（商品担当）」のように各職種や組織ごとに、目次を設定。クリックするとその部署のスライドまでスクロール。

5．各機能の説明：キャリア③職種図鑑（仕事編） 職種情報の公開

16

活用想定：社員編で設定したキャリアルートの各職種の「業務・積むことができる経験」等を確認し、
職種のイメージを持ってください。また、「身につく実務能力一覧」で将来経験したい職種で必要な能力を調べ、どの能力を逆算して身
に付けるか考えてください。希望が叶わない場合の、代替ルートも想定しておくと良いです。
P12-14の振り返りを通じて、自身のキャリアを考察し、上司とのキャリア面談にも活用してください。

・

例：「MK課（商品担当）」

クリック

スクロール

身につく実務能力一覧



5．各機能の説明：キャリア④先輩に相談 相談可能な先輩の情報の公開
・

ここをクリックして、お礼のコメントを記入
（相談を受ける側のモチベーションになります）
＊記入し、一定時間がたつとサイト上に公開されます。

活用想定：キャリアの方向性が決まったら、「先輩に相談」で検索し、キャリアの相談が可能です。
「職種図鑑」（社員編）の先輩のスライドを読みこんでから、メールで連絡を取ってください。
OKを頂いたら、Teams等で、相談してください。相談を受けて頂いたら「お礼コメント」を必ず記入してください。

・職種図鑑（社員編）掲載者を中心に「相談可能な先輩」として公開。「キャリア」を中心に相談を受けて頂くことが可能です。
相談を受けて頂いた場合には、必ず「お礼コメント」を記入してください。また、「いいね！」も出来ます。

初期設定で設定した「部署名」が
表示されます。
＊名前は表示されません。



Q＆A



6．Q&A

Q：異動してもポータルサイトは利用可能ですか。

Q：レコメンドが表示されません。

Q：どのくらいの頻度で、レコメンドコンテンツは、更新されますか。

A：SMOJ＋コーポレート圏内の異動であれば、利用可能です。

A：「興味」が似ている人がみているコンテンツのレコメンドに関しては、いくつかのコンテンツ完全に受講し、「修了」させない
と表示されません。「経験の質」を高めるコンテンツに関しては、推薦対象のコンテンツをすべて受講している場合は、
表示されません。

A：2020年10月15日から年末までは、1週間おきに更新されます。その後は、利用頻度を考慮して、
更新頻度を決定いたします。

Q：ポータルサイトは、携帯での閲覧にも対応していますか。

A：対応していません。PCでの利用を想定しています。



7．問い合わせ先

ポータルサイト「Connecting the dots」に関して、不明な点や機能の不具合等、何か質問や連絡事項がありましたら、
下記メールアドレスまでご連絡ください。

【「グロービス学び放題」に関するお問合せ：操作方法、システム、動作不具合に関するお問い合わせ】

「グロービス学び放題」のサイト内で受講者の皆様が操作などに関して不明な点がある場合は、

FAQを活用いただくか、無料のお問い合わせ窓口に直接ご連絡ください。

グロービスオンラインFAQ（よくある質問） グロービスの専門チームによるお問い合わせ対応

https://globis.zendesk.com/hc/ja https://globis.zendesk.com/hc/ja/requests/new
電話 03-5275-3646
月～金 10:00～21:00 （土日、祝祭日、年末年始を除く）

【ポータルサイト「Connecting the dots」に関するお問い合わせ】

Learning Academy 事務局

smoj-kenshu@jp.sony.com

＊ポータルサイト「Connecting the dots」上のことは、smoj-kenshu@jp.sony.comにお問い合わせください。
グロービス側には、「グロービス学び放題」のサービス内の案件のみ問い合わせが可能です。

https://globis.zendesk.com/hc/ja
https://globis.zendesk.com/hc/ja/requests/new
mailto:smoj-kenshu@jp.sony.com
mailto:smoj-kenshu@jp.sony.com
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